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研究成果の概要（和文）：本研究では、膀胱全摘術を予定する膀胱がん患者を対象に、術前から術後にかけての
健康関連QOL（HRQOL）の変化を明らかにし、意思決定支援に資する情報提供ツールの開発を目的とした。情報提
供ツールの基盤データを構築するため、多施設共同前向きコホート研究によりQOLデータを収集した。これらの
基盤データは、今後、術前の術式選択に資するShared Decision Makingの資料として活用する予定である。さら
に、膀胱全摘術前因子に基づく重度合併症予測ノモグラムを作成し、患者や医療従事者が活用可能なWebサイト
（https://jprediction.jp/）として公開した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify changes in health-related quality of life 
(HRQOL) from preoperative to postoperative periods in patients with bladder cancer scheduled for 
radical cystectomy, and to develop an information provision tool to support decision-making. To 
establish the foundational data for the information tool, QOL data were collected through a 
multicenter prospective cohort study. These foundational data are planned to be utilized as 
materials for Shared Decision Making to inform preoperative surgical procedure selection. 
Additionally, a nomogram for predicting severe complications based on preoperative factors for 
cystectomy was developed and made publicly available on a website (https://jprediction.jp/) for use 
by patients and healthcare professionals.

研究分野：泌尿器科腫瘍
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、膀胱全摘術を予定する膀胱がん患者を対象に、術前から術後にかけての健康関連QOL（HRQOL）の変
化を明らかにし、意思決定支援に資する情報提供ツールの開発を目的とした。本研究から得られた基盤データ
は、今後、術前の術式選択に資するShared Decision Makingの資料として活用できる。また、膀胱全摘術前因子
に基づく重度合併症予測ノモグラムは、患者や医療従事者が活用可能なWebサイト（https://jprediction.jp/）
として公開されており、患者に対する術前情報提供の質を向上させ、実効的な意思決定支援の実現に貢献する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
膀胱全摘除術は、膀胱がんに対する根治的治療法の一つであるが、その術後には排尿機能の喪

失やストーマの装着といった大きな身体的・心理的変化が伴う。特に高齢患者では、術後 QOL
（Quality of Life）や IADL（日常生活の自立度）の低下が深刻な問題となりうる。一方で、患
者が術式選択を迫られる術前の段階において、これらの長期的影響について具体的にイメージ

し、納得のいく意思決定を行うことは困難である。従来の臨床現場では、客観的エビデンスに基

づく情報提供や意思決定支援が十分に整備されておらず、患者中心の医療を推進する上で課題

となっていた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、膀胱がんに対して膀胱全摘除術を予定する患者において、術前から術後にか

けての健康関連 QOL および身体像（Body Image）の変化を縦断的に評価し、それに基づいた
術前意思決定支援ツールの基盤情報を構築することである。また、術式選択における合併症リス

クの見える化を通じて、患者が自身にとって最適な選択を行えるよう支援することを目指す。 
 
３．研究の方法 
 

多施設共同前向き観察研究とし

て、膀胱全摘術を受ける患者を対

象に術前・術後の HRQOL を評価す

るコホートを構築した。評価尺度

には、日本語版 Bladder Cancer 

Index（BCI）および Body Image 

Scale（BIS）を用いた。BIS につい

ては信頼性・妥当性の検証を行っ

た。また、周術期における重度合併

症リスクを術前因子から予測する

ノモグラムを構築し、その結果を

もとに Web サイトを公開し、患者

と医療者の情報共有ツールの作成

を試みた。 

 

４．研究成果 

 

本研究では、膀胱全摘術

を予定する膀胱がん患者

を対象に、術前から術後に

かけての健康関連 QOL

（HRQOL）の変化を明らか

にし、意思決定支援に資す

る情報提供ツールの開発

を目的とした。情報提供ツ

ールの基盤データを構築

するため、多施設共同前向

きコホート研究により 350

例以上のデータを収集し、



日本語版 Bladder Cancer Index（BCI）および Body Image Scale（BIS）の妥当性を検証した。

Scientific Reports 誌に掲載された論文では、BIS 日本語版の高い信頼性と妥当性を示すとと

もに、術式別（TURBT、新膀胱、回腸導管、尿管皮膚ろう）におけるボディイメージの違いを定

量的に明らかにした。ストーマを伴う回腸導管、尿管皮膚ろうの尿路変向後の患者はストーマを

伴わない尿路変向後の患者と比較してボディイメージが不良であったことが定量的に明らかと

された（図参照）。これらの基盤データは、今後、術前の術式選択に資する Shared Decision Making

の資料として活用できる。さらに、周術期合併症が多いことで知られる膀胱全摘術に対し、術前

因子に基づく重度合併症予測ノモグラムを作成し、患者や医療従事者が活用可能な Web サイト

（https://jprediction.jp/）として公開した。これらの成果は、患者に対する術前情報提供の

質を向上させ、実効的な意思決定支援の実現に貢献している。 
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